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委員長五十嵐海理

委 員ホワイトショーン

田尻英三

稲垣宏明

「龍谷大学国際センター研究年報j編集委員会内規

(設置)

1、国際センターに「年報編集委員会」を置く。

(目的)

2、外国語を母語とする学習者を対象とした日本語・日本事情教育に関する研究お

よび異文化問交流に関する研究を促進するため「龍谷大学国際センター研究年

報」を編集発行する。

(編集委員会構成)

3、国際センター会議から 2名、留学生別科運営委員会から 2名とする。

(1)委員会に編集委員長を置く。

(2) 委員の任期は一年とする。

-115ー

(事務局)

4、委員会の事務は国際部がおこなう。
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